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●概　要：2006年以来２年ぶりで一泊２日の研修会を開催いたしました。地元会員会社㈲カワグチ企画の協力を
得て春の山梨路に、さんえすクラブの会員会社はもとより、ユニオン、福祉クラブ、各地域生協の多
数の方々にご多忙の中参加していただきました。研修会では活発な議論を戦わせ、懇親会では楽しい
杯を酌み交わして実りある有意義な集いとなり成功裏に修了しました。

●開催日：2009年３月６日㈮～７日㈯
●場　所：石和温泉郷「糸柳（いとやなぎ）」　山梨県笛吹市石和町松本1183
●参加者：さんえすクラブ会員会社12社15名　ユニオン５名　福祉クラブ３名
　　　　　各地域生協５名
　　　　　その他㈲カワグチ企画より多数の方々のご参加をいただきました。
●日　程：
　≪第１日≫３月６日㈮
　　15：00　研修会開始
　　　　　　一部　「次年度の活動計画とさんえすクラブとの連携について期待すること」について
　　　　　　　　　生活クラブ　半澤事業部長、福祉クラブ　西尾副理事長の基調講演
　　　　　　二部　さんえすクラブの活動に関するデスカッション
　　17：30　閉会
　　18：30　懇親会
　≪第２日≫３月７日㈯
　　９：00　ホテル出発
　　９：00　伝統工芸見学及び体験
　　11：30　昼食後現地解散

●英君酒造㈱　―――　望月　裕祐
　石和温泉郷　糸柳で行われ参加しました。
　最初に生活クラブの半澤事業部長と福祉クラブの西尾副理事長によるお話しの中では、お互いにより身近な

●㈱浜食　―――　中村　秀一郎
　今回は２年ぶりに一泊での研修会で、㈲カワグチ企画様の全面的なサポートを受け、石和温泉郷「糸柳」で開
催されました。
　さんえす会員15名、ユニオン５名、各地域生協５名、福祉クラブ３名と多数の方々のご参加を頂きまして、大
変充実した研修会になった事が非常に嬉しく思います。
　今回の研修会テーマは開催された交流会についての意見交換とした事で非常に分かりやすく、全員が意見を言
う事ができ、かなり細かく深いところまで意見交換ができたと感じました。又、懇親会におきましては研修会で
出し切れ無かった意見が飛び交い、収穫の多い懇親会になりました。
　今回の研修会では今後の交流会に活かせる意見が非常に多く出たので、これからは新しいタイプの交流会企画
を提案できるさんえすクラブにしようと強く思いました。
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　【!!!大成功!!!】（自画自賛ですが……）
　『来て良かった山梨。また来たくなる山梨。』がテーマでどれだけ楽しんでもらえるかを大切に考えました。（い
まだに生の声を無記名でアンケートを取りたいくらい評価は気になってますが）始め山梨で研修会を行なうと決
定した時には本当の気持ちは「……」という感じで、こんなこともあんなこともいろいろやらねば、と考えてい
たら気持ちが重くなったりもしましたが、結論からいうと今回担当になり「すごく良かった」です。
　宿泊の段取りや提携生産者との打ち合わせ等大変な部分もありましたが、たくさん勉強になったことと、
≪意外に知らない会員の素顔と取組み≫
　会員の方々にはいろんなところでお会いする機会もあるのですが、一体どのような材をどのようなこだわりを
持って生産しているのか実はあまり知らなかったりします。今回、弊社にと
って最大の収穫はどんな思いで取組みを行なっているかがアピールできた
事・知ってもらえた事だと思っています。
　これからもこのような研修会を続けていけたらより良い関係づくりが行な
えるのではないかという手ごたえを感じました。
　こんなに楽しかった研修会。参加しなかった人はきっと後悔したはずです
^_^;

　『20周年を節目に、積極的に一歩前に出た！』それが私の昨年のさんえすクラブの印象でした。会報創刊号の 
「提案するさんえすクラブ、アクティブなさんえすクラブになろうではありませんか」という今井会長の挨拶に
はその想いがこめられていたと思います。
　2008年度は生活クラブとさんえすクラブとの交流会が全地域生協で開催されました。研修会ではこの新しいタ
イプの交流会（複数生産者のコラボ企画）について突っ込んだ意見交換ができてとてもよかったと思います。会
員のみなさんと地域生協のリーダーが交流を深めることもでき、さんえすの皆さんの様子がわかると共に、これ
からの活動のヒントになりました。身近な存在だからこそ、お互いが率直な意見をぶつけ合い、新しい企画にチャ
レンジすることもできますよね。さらなる可能性も探れるのでは？これからもどうぞよろしくお願いします。

パートナーとしての存在意義を高めていくべきだと感じました。
　また、本年度からさんえすクラブ交流会が本格的に実施され、開催報告がありました。
　実は英君酒造ではまだこの交流会への参加をしておらず、７月に初めて高津センターさんにて交流会に参加予
定です。
　そういう意味も含めて、すでに開催された交流会の報告書は生産者と組合員のお互いの意見も出されて、とて
も参考になります。
　私たち生産者も、消費材をよく知ってもらいたいのはもちろんですが、それ以上に人柄を知ってもらえるよう
努力すべきではないかと考えます。
　また泊まりならではの夜の懇親会も大変盛り上がり、親睦を深める意味でも有意義な研修会となりました。

●株式会社オリマツ　―――　瀬山　幸彦
　食の安心・安全が問われる現在、生活者からは食品に対する不安感や不信感が増幅する傾向にあるようです。
そんな時代ですが、さんえすクラブ会員の生産者は積極的に交流会を開催し参加して、生活者のそんな疑問に対
して、安心・安全な消費材の製造過程、市販品との違いなどをご説明し、なおかつ、アレンジ方法など消費者と
生産者の距離が近いからこそなせるコミュニケーション機能を果たせているのだと、生活クラブ組合員の皆様か
らのご意見・ご感想からうかがい知ることができました。さんえすクラブは食品関連のみならず、幅広いジャン
ルの業種から成り立っておりますので、今後は生活者が感じている食品以外の疑問にも、的確にお答えできる活
動を進められるとあらためて感じました。

生活クラブ副理事長　一政　伸子❖さんえすクラブ研修会に参加して

❖研修会　感想 ㈲カワグチ企画　川口　　圭
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１．地域生協：横浜みなみ生活クラブ生協
主催：消費委員会

　企画名称：さんえすクラブ交流会
　実 施 日：2009年２月17日㈬　10：00～12：30
　会　　場：港南センター
　参加者数：組合員31名　職員１名　合計32名
　生産者名：㈱カジノヤ、㈱豆彦、㈲ライフ・アート
２．地域生協：横浜北生活クラブ生協

主催：つなしまデポー運営委員会
　企画名称：さんえすクラブ交流会

　実 施 日：2009年６月５日㈮　11：00～13：00
　会　　場：つなしまデポー
　参加者数：組合員38名　ワーカーズ２名　合計40名
　生産者名：㈱カジノヤ、㈱泰山食品商行
３．地域生協：かわさき生活クラブ生協

主催：高津コモンズ消費委員会
　企画名称：カワグチ企画・英君酒造さんえす交流会
　実 施 日：2009年７月10日㈮　10：30～
　会　　場：高津センター
　生産者名：㈲カワグチ企画、英君酒造㈱

■水晶研磨細工コース
●㈲ライフ・アート　佐藤さん
　2009年のさんえすクラブ研修会では、初めて生産者見学を行い、私は甲州貴石細工の伝統工芸士、坂野耕一

■ジュエリーコース
●㈱浜食　中村さん　
　私達が訪れたのは富士金属工芸社というジュエリーを製作している会社でした。
　アクセサリーの定義や歴史等の説明を受け、ダイヤモンドの流通経路も細かく説明して頂きました。
　その後、作業場内を案内してもらいましたが、非常に細かな作業をされているのには驚きました。
　その細かな作業は海外でも評判らしく、私達が訪れた時も海外からの依頼品を加工していました。
　そしてお待ちかねの実体験の時間、何をやらせて頂けるかと思いきや、18Ｋのピアスの台座にピンクダイヤを
乗せて爪を絞って固定させるという非常に細かい作業をやらせて頂きました。
　しかし何個不良品を出してしまったのか、申し訳ない気持ちでいっぱいになりました。

■印章コース
●㈱エコ・グリーン　入間川さん
　まず始めに川口圭さんより日本の伝統工芸の現状やその素晴らしい文化を伝え残していくことの大切さなどに
ついて、㈲カワグチ企画さんのこだわりをご説明いただきました。
　続いて和紙張子の絵付け、天然香原料を使ったお香、みつろうキャンドルの体験に挑戦しました。
　どの体験も誰にでも簡単に出来るもので参加者全員が楽しみながら伝統工芸に接することができ素晴らしい体
験をさせていただきました。
●共生食品㈱　小林さん
　㈲カワグチ企画さんは、日本の伝統工芸について詳しくご説明いただき、そして体験をさせていただき大変楽
しく勉強させていただきました。深く感謝いたします。

　研修会の２日目は三つのコースに分かれて、㈲カワグチ企画の提携生産者工場に出向き、伝統工芸を見学・体
験しました。

　最後に製品を見せて頂き説明を受けていたのですが、い
つの間にか展示即売会場状態になってしまい、同行された
女性達は研修以上に真剣に品定めしている光景は今でも思
い出される良い思い出となりました。
　みんなそれぞれに良い土産もできて、非常に満足な研修
会だったと思います。

氏の工房へ伺いました。素晴らしい石との出会いのために世界を旅し、選びぬ
いた原石を使って念珠や彫り物を作る坂野さんのこだわりをしっかり伺いまし
た。念珠作りを体験しました。次は参加者全員で数珠作りを体験。様々な色の
石から私は紫水晶を選び、職人の方々に教わりながら何とか出来上がった手作
りの数珠は何とも綺麗な輝きを放ち、良い思い出となりました。
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役員会報告 さんえす事務局長　佐藤　丙午　
㈲ライフ・アート

▪ 2008年度通期データ　▪
1.生活クラブ組合員人数報告(09年３月末)
　班・戸配　　　　　49,968人
　デ ポ ー　　　　　19,416人
　　 計 　　　　　　69,384人
　４月～３月拡大数　　 960人

2.生活クラブ供給報告（４月～３月累計）
　班・戸配　1,750,892万（103.5％）
　デ ポ ー　　483,148万（100.8％）
　　 計 　　2,234,040万（102.9％）
　一人当たり利用金額
　　班・戸配　 29,012円

　　デ ポ ー　 20,838円
3.福祉クラブ報告
　組合員人数　15,264人（09年３月末）
　供給高（0804 ～ 0903累計）274,247万円

(前年比　99.3％）
　一人当たり利用金額　15,075円

　役員会では、生産者の協力のもとに産地見学を含めた、これまでにない有意義な研修会を行い、2009年度の各
生協の活動計画に活用していただくべく交流会の内容をまとめ提案しました。また、５月下旬から６月初旬にか
けて開催された、各生協総代会への出席については下記の通り報告いたします。

●ふくしまつりに参加しました。
●㈱豆彦：今井さん
　何日も前から日曜日は雨との予報が出ていました
が、いざ当日になると爽やかな快晴。福祉クラブの
皆様の強運にあらためて脱帽。そのためか会場はい
やがうえに盛りあがり、少し手狭な会場でしたが大
勢の人で物販が間にあわない位の盛況のうちに終了
しました。弊社は地元港南台駅前広場に「湯葉コロ 
ッケ」の販売で出展させていただきました。秋川牧
園のやきとりが好評でしたよ。
●㈱カジノヤ：田島さん
　カジノヤ参加の保土ヶ谷川辺公園会場は２生産者
(野菜・納豆)でした。まつり規模は大きくありませ
んが景気付けの太鼓演奏より賑わいを見せました。
　生産者も２時までには完売となりました。気にな

　ママがつくったバーガーパテ及びパンの開発を生
活クラブ、生活クラブの組合員、オルタフーズの皆
さん、そして私ども㈱ニッコーと共に取り組みまし
た。栃木開拓牛の産地を訪問し、組合員さんと試作
と試食を繰り返しました。お忙しい組合員さんの感
想やアドバイスを頂きながら評価いただける消費材
に仕上がりました。品質と価格のバランスの取れた
妥協の無いおいしいハンバーガーです。
　鮭入りフライドフィッシュの開発過程ではオルタ
フーズさんと協力し食パンの耳を粉砕し、衣のパン
粉にリユースしました。街のハンバーガー店のも

情報部会報告
交流企画部会長　川口　　圭　

㈲カワグチ企画
情報部会長　山田　恵介　

㈱佐藤印刷所

　交流企画も２年目を迎えました。無事にさんえす
交流会企画としての承認も受け、スタートしました。
前期５回の計画のところちょっと少なめですが、２
回の交流企画が開催されます。開催報告はこれまで
通り季刊誌の中でしていきますが、この結果を受け
後期に向けて各方面に働きかけていきたいと考えて
います。会員にとって必ず有意義な企画ですので元
気に楽しみながら、これからもご協力お願いします♪

　生き活きさんえす第３号も皆様のご協力によりよ
うやく発行の運びとなりました。大成功だった研修
会の報告をより早く伝えるため「春季号」としての
発行を目指しましたが、取りまとめをする私の力不
足により、もはや夏真っ盛りとなってしまいました。
号を重ねる毎に少しずつでも力量アップして、より
新鮮な情報を伝えられる様に頑張って行きますの
で、今後ともご協力よろしくお願い致します。

■生協総代会参加報告
５月28日　湘南生活クラブ生協　　　　１名参加
５月29日　横浜北生活クラブ生協　　　１名参加
　　　　　横浜みなみ生活クラブ生協　１名参加
　　　　　かわさき生活クラブ生協　　１名参加
　　　　　さがみ生活クラブ生協　　　１名参加
６月１日　福祉クラブ生協　　　　　　１名参加
６月11日　生活クラブユニオン　　　　３名参加

のとはまったく異なる価値
のある商品開発が出来まし
た。
　７月にデビュー、予想を
上回る供給となりました。

る新規加入・来
場者の状況は聞
き取れませんで
した。


